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レースレポート 



公式練習		
4⽉8⽇（⼟）9:00〜10:45 天気：くもり/⾬ コース:ドライ/ウェット		
気温：8℃ 路⾯温度：10℃	(開始時)	

ウェット宣⾔がされ、コース上所々⽔が溜まる中練習⾛⾏時間はオンタイムで開始されました。9時に
コースイン可能となると、ほぼ全⾞が続々とグリッド上へとマシンを進めました。34号⾞Modulo	
KENWOOD	NSX	GT3は道上選⼿がドライブ、予選前のチェックアップの為周回を重ねました。⾛⾏時
間9分を過ぎた所、1ʼ30.492でトップタイムを更新。その後、いち早く30秒台を切る1ʼ27.465のタイ
ムを叩きだしました。セッション20分を過ぎた頃、路⾯が段々とドライに変わっていく中、コース上に
撒かれたオイルによりセッションは⼀時⾚旗中断となりました。2度⽬の⾚旗中断時には34号⾞は9番
⼿。その後1ʼ26.759のベストタイムを更新し、セッション8番⼿へ浮上しました。セッション残り33分
辺りで、⼤津選⼿へとドライバーチェンジ。その数分後、再び⾬雲がサーキットを覆い雹が混じる⾬が
降り始めました。セッション最後は各GT300/500の専有⾛⾏時間が設けられ、⼤津選⼿が引き続き⾛
⾏を担当しましたが、ウェット路⾯の為ベストタイム更新はされず練習⾛⾏時間終了となりました。	

ベストタイム  1ʼ26.759 8番⼿			    道上	⿓ 選⼿	

シリーズ名: 2018 SUPER GT 第1戦	

大会名: OKAYAMA GT 300KM RACE 
距離 3.703km× 82 周 (300km) 

予選: 4月7日（土）　晴れ/雨　・　観衆:  10,700人(主催者発表）	

決勝:  4月8日（日）　くもり/晴れ　・　観衆:  17,700人(主催者発表)　　	

荒天の中での開催となった開幕戦。　ファン待望のシーズンの幕開けは、今年もGT500/300共に盛り上がる。	

日本国内モータースポーツが、続々と開幕戦を迎え始めた4月。数あるシリーズ戦の中で最も注目度が高く、観客
動員数も圧倒的な数を誇るSUPER GTが、今年も岡山国際サーキットで開幕戦を迎えました。春らしい気温が続い
ていましたが、レースウィークの天候は荒天の予報。搬入日の金曜日から雨に見舞われましたが、レースウィーク
は沢山の観客でサーキットは賑わいを見せました。 	
今年度、GT300クラスへ新規参戦となる新型マシンNSX GT3。 チームオーナー道上龍が自身ドライバーとしても率
いる「Modulo Drago CORSE」は34号車Modulo KENWOOD NSX GT 3で今シーズン新規参戦するチームとして、
シーズン前から注目の的となりました。 海外のモータースポーツのフィールドですでに活躍しているNSX GT3の初
めてのレース参戦となる今シーズンのSUPER GTに、世界中が注目する2018年シリーズの幕開けとなりました。	



ノックダウン予選Q1(GT300)   	
14:45〜15:00 天気：曇/⾬ コース:ウェット  気温：9℃ 路⾯温度：15℃	
⾬は⽌んだものの、コースはウェット宣⾔の中開始となったGT300のQ1。Q1では上位14台のチームが
Q2へと進出する事ができる、ノックアウト⽅式で今シーズンも⾏われました。セッション残り10分ほど
で34号⾞	Modulo	KENWOOD	NSX	GT3はコースイン。Q1は今シーズンSUPER	GTで初のハコ⾞レース
への出場となる⼤津弘樹選⼿が担当しました。全⾞順調に⾛⾏し、まず26秒台に⼊ってきたのは18号⾞。
近年海外メーカーのマシンの調⼦の良さが⽬⽴ったGT300でしたが、Q1では⽇本⾞勢が次々とタイムを
更新する様⼦が⽬⽴ちました。Q1セッション残り1分半、34号⾞は17番⼿。チェッカー直前にアタック
をしコントロールラインを通過した⼤津選⼿は1ʼ26.505のタイムを叩きだし、Q2進出ギリギリの14番
⼿となりました。しかしその後0号⾞と65号⾞がタイムを更新する激しい終盤となり、僅かタイム差に
より惜しくもセッション終了間際に2ポジションダウンし16番⼿でQ1を終え、開幕戦の決勝スタートポ
ジション16番⼿となりました。	

ベストタイム 1ʼ26”505 （計測ラップ	6周⽬）  ⼤津	弘樹 選⼿	

予選【Q1/Q2後総合結果】	



決勝（82周） 	
14:40	〜	:		天候:	くもり	 コース:	ドライ		気温：11℃		路⾯温度：22℃（開始時）	

⽩バイ隊先導によるパレードランから始まった、SUPER	GT2018シリーズの開幕戦は82周。
フォーメーションラップ後に34号⾞	Modulo	KENWOOD	NSX	GT3	道上選⼿が無事にスター
トを切りました。スタート後、0号⾞をバックストレートでオーバーテイクする事に成功。し
かしその先のアトウッドコーナーでの多数マシンとの渋滞の中、後⽅マシンからの追突を受け
てしまいました。⾛⾏続⾏に問題はなく、道上選⼿はそのままコースに留まり⾛⾏を続けまし
た。その後17番⼿で⾛⾏を続けた34号⾞でしたが、どのチームも僅かなタイム差の中争われた
決勝レースはコース上多数のマシンによる集団渋滞が⾒受けられました。周回9周⽬にして、3
番⼿からスタートした11号⾞がトップポジションをオーバーテイクし順位が激しく⼊れ替わる
展開となりました。GT500のトップ集団が追いつき更に混戦となると、バトルは更にヒート
アップ。34号⾞はトップから約12秒差で⾛⾏をしていましたが、徐々にその差を10秒台に縮
め、前⽅⾞両と0.3秒差でバトルを繰り広げました。	
路温は24℃まで上がりGT300のトップ争いもヒートアップを⾒せた周回17周⽬に、34号⾞は
バックストレートエンドで前⽅⾞両とクラッシュ。クラッシュによるドライバーの怪我等はあ
りませんでしたが、マシンボディに損傷を負い、⾛⾏が難しくなり周回18周後ピットインを余
儀なくされました。チーム⼀丸となりコース復帰に努めましたが、レース中の修復が難しいと
判断しチームはリタイヤを決断しました。	

チームとして初レースとなるSUPER	GT開幕戦はリタイヤにより完⾛とはなりませんでしたが、
次戦はオフシーズンテストでも良好だった富⼠スピードウェイでのレースとなります。引き続
きチーム⼀丸となりマシンの復旧と更なる向上に努め、第2戦富⼠スピードウェイでの挽回を
⽬指します。	

決勝	DNQ 	
ベストラップ 1ʼ28.437			   	道上	⿓ 選⼿	

決勝前⾛⾏（スタート進⾏中⾛⾏）  	
13:05	〜	13:25	天候:	くもり 	コース:		ドライ �

決勝⽇も不安定な天候に⾒舞われた岡⼭国際サーキット。前⽇の突き刺さるような寒さが多
少和らいだかと思われましたが、決勝数時間前には雪の混じる⾬が降る時間もありました。
決勝前の唯⼀の⾛⾏時間である20分間のウォームアップ⾛⾏時は曇り。タイヤの暖まりに厳
しい気温と路温の中⾛⾏が開始となりました。スタートドライバーは道上⿓選⼿。14番⼿で
20分間の準備⾛⾏を終え、決勝へ向けて最終調整が⾏われました。	ドライコンディション
で⾏われた⾛⾏結果は、前⽇の予選でも調⼦の良かったトップ勢が26秒台で⾛⾏をし、29
台で争われるGT300の戦いは決勝スタート前に更に注⽬を集めました。	

ベストタイム  1ʻ28ʼʻ430 14番⼿   道上	⿓			選⼿	



【決勝結果】	

GT300 Driver 
Ranking 

Rd.1 後現在  



監督・ドライバー コメント 

道上 龍選手 

大津 弘樹選手 

チョン・ヨンフン監督 

スタート直後に後ろからの追突に見舞われ、エキゾーストにダ
メージを受けました。走行に問題はなかったものの、パワーダ
ウンを感じましたが走行を続けました。その後ペースを取り戻
す事が出来ましたが、全チームが僅差で走る混走状態になり、
追突するアクシデントが発生してしまいました。スタート直前に
変更したセッティングに走行開始後は良い手応えを感じていた
分、大津選手につなげる事が出来なかった事がとても悔やま
れます。久しぶりのSUPER GT、そして初めてのGT300ならで
はの難しさを痛感した開幕戦となりました。次戦の富士はテスト
でも良い結果を出す事が出来ているので、チームメンバーの為
にも次戦に向けて気持ちを切り替え取り組みたいと思います。	

予選では自分の満足いく仕事が出来なかったので、そこは自
分の勉強するべき所だと反省しています。GT300クラスは台数
も多い為、中盤はトラフィックも多く混戦になりがちなので、今回
のアクシデントの原因を作ってしまったのは予選順位を決めた
自分の予選での責任もあるのだと思っています。その反省点を
振り返り次のレースを結果を出すという事も大事な仕事だと思
うので、開幕戦の経験を活かし次戦に向けてチーム一丸となり
頑張ります！	

今週末、34号車 Modulo KENWOOD NSX GT 3の初めて
のサーキットでのレースとなる為、なにが起こるか分からない
なという気持ちは正直あったのですが、持ち込んだマシンの
セッティングが良かった為、手応えを感じる事が出来ました。	
しかし、他のチームも悩まされた「路温とのマッチング」という
問題に、少し合わせ切れなかったかと思います。今回はアク
シデントでリタイヤとなってしまいましたが、マシンのセッティ
ングや作り込みにも手応えを感じる事が出来た開幕戦だった
ので、引き続きチームと共に第２戦に向けて準備しポイント獲
得の一戦へと繋げたいと思います。引き続きよろしくお願いし
ます。	





【テレビ放映情報】	
〔CS波〕 

[地上波]  
★SUPER GT＋  
テレビ東京系列　毎週日曜日 午後11時30分から 
放映局： テレビ東京、テレビ大阪、テレビ愛知、 
テレビ北海道、 テレビせとうち、TVQ九州  


